
p6

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

「
２
０
１
０
愛
南
町
食
育
推
進
大
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
水
産
課
水
産
研
究
開
発
室
か
ら

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

平
成
23
・
24
年
度
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　

情
報
公
開
制
度
は
、
町
か
ら
公

表
・
提
供
さ
れ
る
情
報
以
外
に
知
り

た
い
情
報
が
あ
る
と
き
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
町
が

持
っ
て
い
る
「
公
文
書
」
を
開
示
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護

制
度
で
は
、
町
が
保
有
す
る
本
人
の

個
人
情
報
を
本
人
か
ら
の
請
求
に
応

じ
て
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、
町
政
の
公
正

性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的

に
行
い
、
町
政
に
対
す
る
理
解
度
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

開
示
方
法　

公
文
書
の
閲
覧
や
写
し

の
交
付
に
よ
り
開
示
し
ま
す
。

手
続
方
法　

開
示
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
総
務
課
に
あ
る
「
公
文
書
開
示

請
求
書
」
又
は
「
保
有
個
人
情
報
開

示
請
求
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
度
の
運
用
状
況
（
実
績

が
あ
っ
た
の
は
、町
長
部
局
の
み
）

　

上
表
参
照

1　公文書の開示請求者数及び開示状況

部局
請求
者数

決定等の件数

開示 部分開示 不開示

町長 4 4 0 0

2　本人の個人情報に係る開示請求者数
　  及び開示状況

部局
請求
者数

決定等の件数

開示 部分開示 不開示

町長 1 1 0 0

日
時　

12
月
19
日（
日
）

　
　
　

開
場
９
時
30
分
〜　

　
　
　

開
会
10
時
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料（
整
理
券
必
要
、水
産
課

又
は
各
支
所
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

内
容

　

愛
な
ん
歯
つ
ら
つ
大
賞
表
彰
式

　

船
越
保
育
園
・
長
月
小
学
校

　

城
辺
中
学
校

　

愛
南
町
の
食
育
推
進

　

「
愛
南
町
の
取
り
組
み
」 

　
　

若
林　

良よ
し

和か
ず

　
　

（
食
育
協
働
部
会
長
、愛
大
教
授
）

　

「
健
康
と
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」

　
　

浅
海　

裕ひ
ろ

紀き

　
　

（
あ
さ
う
み
歯
科
医
院 

院
長
）

　

食
育
成
果
発
表（
船
越
小
学
校
）

　

食
育
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

「
ア
ス
リ
ー
ト
の
食
生
活
」

　

佐
伯
美み

香か

・
楠
原
千ち

秋あ
き

・

徳
野
涼り

ょ
う
こ子

　

（
北
京
五
輪
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
日
本
代
表
）

　

地
場
産
料
理
試
食
会
〈
限
定
２
０
０
食
〉

（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
）

　

地
産
地
消
・
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ　

水
産
課
水
産
研
究
開

発
室（
℡
８
２
―

１
３
７
６
）

佐伯美
み

香
か

さん

　

平
成
22
年
11
月
１
日
付
け
で
、
次

の
と
お
り
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
所
属

旧
所
属

職
名

氏　

名

水
道
課 

庶
務
係

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係

係
長

本
多　

か
ず
み

　

平
成
23
・
24
年
度
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
を
平
成
22
年
12
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
１
月
31
日
ま
で
の

期
間
で
受
付
し
ま
す
。詳
し
く
は
愛
南

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
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御荘地域

城辺地域

西海地域

内海地域

一本松地域

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　

現
在
、
町
内
に
は
、
文
化
財
保
護

法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68

か
所
（
平
成
22
年
４
月
現
在
）
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事

な
ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場
合
、

最
低
60
日
前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
県

か
ら
の
指
示
が
で
る
ま
で
工
事
に
と

り
か
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
発
掘
な
ど
の
調
査
が
必
要
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
規
模

の
大
小
に
関
係
な
く
、
早
め
に
生
涯

学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は
？

　

貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断

で
き
る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文

書
、
古
地
図
、
古
絵
図
、
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
土
地
の
中

に
文
化
財
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
そ
の
地
域
社
会
に
知
ら
れ
て
い
る

土
地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

開
発
行
為
と
は
？

　

単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛

土
や
構
築
物
の
建
築
な
ど
で
実
質
的

に
遺
跡（
埋
蔵
文
化
財
）の
状
況
を
変

化
さ
せ
た
り
、事
後
の
調
査
を
不
可
能

に
す
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

不
明
な
時
は
？（
ま
ず
は
相
談
を
！
）

　

自
身
の
所
有
す
る
土
地
が
、
周
知

の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
か
ど

う
か
不
明
な
場
合
は
、
生
涯
学
習
課

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）で
確
認
が
で

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

埋蔵文化財包蔵地台帳
通番号 所在地 包蔵地名

御荘地域
1 深泥 深泥遺跡
2

平城

馬瀬遺跡
3 節崎遺跡
4 八幡野遺跡
5 猪ノ尻遺跡
6 法華寺遺跡
7 平城貝塚
8 菊川 銭坪遺跡
9

平城
貝塚遺跡

10 永の岡遺跡
11 源駄場遺跡
12 長月 御荘焼窯跡
13 深泥 深泥Ⅱ遺跡
14 和口 和口西の駄場遺跡
15

平城
日枝神社遺跡

16 日向谷遺跡
17 大谷遺跡
18 長月 安住寺五輪塔
19 平城 岡村松軒翁の墓
20 菊川 風ヶ森城跡
21 長月 永月城跡
22 平山 大島遺跡

内海地域
23

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡
24 鳥巣（城首・鳥首）城跡
25 矢落遺跡
26 小山畑遺跡
27

平碆
本谷しく様遺跡

28 白王山遺跡
29

油袋
五輪墓跡

30 五輪墓跡
31 須ノ川 法華石城跡
32 油袋 五輪墓跡

一本松地域
33

中川
茶堂遺跡

34 茶堂Ⅱ遺跡
35 増田 猿越城跡
36

広見
札掛遺跡

37 広見遺跡
38 増田 峠の城跡
39 正木 ムソノ城跡

西海地域
40 小浦 小浦墓地

通番号 所在地 包蔵地名
城辺地域

41

緑甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡
42 梶郷駄場Ⅱ遺跡
43 梶郷駄場Ⅲ遺跡
44 大道下遺跡
45 樫床 太場遺跡
46 緑当時 緑当時遺跡
47 城辺乙 愛宕山遺跡
48 城辺甲 城辺小学校校庭遺跡
49 城辺乙 三島岡遺跡
50 城辺甲 久保遺跡
51 鳥越 鳥越遺跡
52 久良 天嶬の鼻遺跡
53 緑乙 緑城跡
54 城辺甲 数城跡
55 城辺乙 御陣山城跡
56

城辺甲
常盤城跡

57 大森城跡
58 久保 大谷の砦跡
59 鯆越 太郎谷砦跡
60 古月 鳶の巣城跡
61 長野 不老の砦跡
62 下長野 一夜城跡
63

緑
御荘焼一木窯跡

64 御荘焼早崎窯跡
65 城辺甲 御荘焼豊田窯跡
66

天嶬鼻
高野長英築造の台場跡

67 天嶬の鼻砲台場石塁
68 樫床 ホリキリ

周知の埋蔵文化財包蔵地

町内68ヵ所

まずは相談を！
開発には事前の届出が必要です
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法
務
局
は
皆
さ
ん
の
財
産
と
権
利
を

守
る
身
近
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！

◆
松
山
地
方
法
務
局
か
ら

で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南

　

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
！

◆
生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
か
ら

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
！

◆
内
海
支
所
・
内
海
公
民
館
か
ら

１　

登
記

　

土
地
や
建
物
の
不
動
産
登
記
簿
や

船
舶
登
記
簿
、
会
社
や
法
人
の
登
記

簿
な
ど
を
備
え
、
公
示
し
て
い
ま

す
。
登
記
の
内
容
は
、
登
記
事
項
証

明
書
や
地
図
の
写
し
な
ど
に
よ
り
確

認
で
き
ま
す
。
土
地
の
筆
界
が
不
明

な
場
合
に
は
、
筆
界
特
定
制
度
※
に

よ
り
解
決
で
き
ま
す
。

２　

供
託

　

家
主
に
家
賃
の
支
払
い
が
で
き
な

い
場
合
な
ど
に
、
法
務
局
に
金
銭
な

ど
の
預
け
入
れ
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。

３　

人
権

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵
害

の
救
済
や
人
権
擁
護
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

４　

戸
籍

　

市
町
村
で
取
り
扱
う
戸
籍
事
務
な

ど
の
助
言
や
指
導
、
外
国
人
の
帰
化

や
国
籍
取
得
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
や

知
的
障
害
の
あ
る
方
な
ど
の
判
断
能

力
を
補
う
成
年
後
見
人
な
ど
の
登
記

や
登
記
事
項
証
明
書
の
発
行
に
関
す

る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５　

訟
務

　

国
の
財
産
を
守
る
た
め
、
国
の
代

理
人
と
し
て
の
訴
訟
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
筆
界
特
定
制
度

　

筆
界
特
定
登
記
官
が
、
筆
界
調

査
委
員
（
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど
）

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
現
地
で
の

筆
界
の
位
置
を
特
定
す
る
制
度
で

す
。
筆
界
確
定
訴
訟
に
比
べ
処
理

期
間
（
６
か
月
を
標
準
）
が
短
く
費

用
負
担
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

公
の
証
明
力
・
通
用
力
は
あ
り
ま

す
が
、
筆
界
確
定
判
決
と
抵
触
す

る
場
合
は
そ
の
効
力
を
失
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）

 10/
    16

　

城
辺
中
学
校
体
育
館
で
、
障
害
者

と
健
常
者
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
、
人

権
と
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
総
合
イ

ベ
ン
ト
「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
各
種

福
祉
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
ネ
ル
展
な
ど
が
行

わ
れ
、
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
「
南

宇
和
障
害
者
の
社
会

参
加
を
進
め
る
会
」

か
ら
、
長
年
「
あ
ま

な
つ
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
協
力
し
て
い
る
室 

末す
え

子こ

さ
ん（
中
浦
）に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ

で

は

、

城

辺
中
学
校
吹

奏
楽
部
や
城

辺
小
学
校
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
、
南
宇
和
高
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
「
ラ
・

ラ
・
ラ
」
、
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の

合
唱
、
い
ち
ご
の
里
利
用
者
に
よ
る

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽

隊
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

内
海
支
所
及
び
内
海
公
民
館
は
、

12
月
23
日（
木
）か
ら
26
日（
日
）に
か

け
て
「
DE
・
あ
・
い
・
21
」
へ
移
転

し
ま
す
。
引
越
し
期
間
中
は
た
い
へ

ん
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
移
転
後
の
電
話
番
号
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
海
支
所（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

　

内
海
公
民
館（
℡
８
５
―

０
５
４
０
）
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「
生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
む 

こ
ど
も
の
歯
と
口
の
健
康

づ
く
り
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、

　
　
　

お
め
で
と
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
、
自
分
の
家
庭
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
家

庭
に
迎
え
、
愛
情
を
込
め
て
養
育
し

て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

　

愛
南
町
で
は
、
南
宇
和
郡
歯
科
医

師
会
の
協
力
に
よ
り
保
育
所
・
幼

稚
園
13
施
設
で
、
年
中
組
と
年
長
組

の
こ
ど
も
を
対
象
に
、
①
生
え
始
め

の
大
人
の
歯
を
む
し
歯
に
し
な
い
、

②
養
育
環
境
に
関
係
な
く
こ
ど
も
の

歯
と
口
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
目
標

に
、
９
月
か
ら
フ
ッ
素
洗
口
を
は
じ

め
ま
し
た
。

　

乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
か
わ
る

５
〜
６
歳
頃
は
、
よ
り
丁
寧
な
歯
の

ケ
ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
乳
歯
列

の
後
ろ
か
ら
新
た
に
生
え
て
き
た
第

１
大
臼
歯
は
、
生
え
始
め
は
乳
歯
よ

り
も
歯
質
は
弱
く
背
が
低
い
の
で
歯

ブ
ラ
シ
が
届
き
に
く
く
、
歯
肉
に
覆

わ
れ
た
状
態
な
の
で
、
歯
垢
が
付
着

し
て
最
も
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
ブ
ラ
シ
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

て
も
上
手
に
磨
け
る
よ
う
に
な
る
の

は
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
か
ら
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
大
人
が
仕
上
げ
磨

き
を
し
て
あ
げ
、
１
日
に
１
回
は
確

実
に
歯
の
汚
れ
を
落
と
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

フ
ッ
素
が
歯
に
と
り
込
ま
れ
る
と

歯
の
表
面
に
働
い
て
、
む
し
歯
菌
の

出
す
酸
に
溶
け
に
く
い
歯
を
つ
く
り

ま
す
。
上
手
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と

フ
ッ
素
の
利
用
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健

診
で
は
、
27
名
の
受
診
者
の
中
で
12

名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

  

中
須
賀　

千ち　

陽ひ
ろ 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

白　

石　

萌も　

恵え 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

中　

田　

夏な
つ　

夢み 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

伊　

藤　

樹い
つ　

生き 

く
ん（
赤　

水
）

  

大　

森　
　

伯は
く　

 

く
ん（
緑　

丙
）

  

増　

田　

恭
き
ょ
う  

成せ
い 

く
ん（
緑　

甲
）

  

山　

﨑　

成な
る　

美み 

ち
ゃ
ん（
岩　

水
）

  

藤　

本　

和か
ず　

真ま 

く
ん（
城
辺
甲
）

  

浅　

井　

絢あ
や　

葉の 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

  

福　

島　

龍り　

音お
ん 

く
ん（
一
本
松
）

  

鈴　

木　

愛ま
な　

実み 

ち
ゃ
ん（
広　

見
）

  

山　

田　

流る
う　

聖せ 

ち
ゃ
ん（
武
者
泊
）

フッ素洗口

フッ素洗口実施前の研修会

（児島一
かず

夫
お

歯科医師会長）

づ
い
て
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す

る
方
に
、
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い

す
る
制
度
で
、
里
親
手
当
の
支
給
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
県
で
は
里
親
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

里
親
の
申
込
み
な
ど
、
詳
し
く

は
愛
媛
県
南
予
児
童
相
談
所
（
℡

０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
４
５
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」及
び

国
道
56
号
一
本
松
・
宇
和
島
間
の
道
路

整
備
促
進
要
望
を
行
い
ま
し
た
！

◆
建
設
課
か
ら

ウ
ィ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

「
平
城
貝
塚
」を

見
つ
め
な
お
そ
う
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

委員を公募します！
◆総務課から

　

皆
さ
ん
が
自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
今
年
度

も
ウ
イ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
０
（
12
月
〜

１
月
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
気
に
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
自
分
の

意
志
で
、
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
！
内
容
は
高
齢
者
の
話
し
相
手
や

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト（http://

nv.pref.ehim
e.jp/

）を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

国
道
56
号
一
本
松
・
宇
和
島
間
整

備
促
進
協
議
会
と
四
国
縦
貫
・
横
断

自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
の
各
会

長
で
あ
る
清
水
愛
南
町
長
と
石
橋
寛ひ
ろ

久ひ
さ

宇
和
島
市
長
、
役
員
の
吉
村
愛
南

町
議
会
議
長
、
福
本
義よ
し

和か
ず

宇
和
島
市

議
会
議
長
ほ
か
会
員
市
町
・
事
務

局
職
員
で
、
国
土
交
通
副
大
臣
、
民
主

党
副
幹
事
長
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、

国
土
交
通
省
幹
部
職
員
及
び
財
務
省

幹
部
職
員
に
、「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
整
備
促
進
、国
道
56
号
一
本

松
・
宇
和
島
間
の
道
路
整
備
促
進
並

び
に
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

 10/
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御
荘
文
化

セ

ン

タ

ー

で
、
埋
蔵
文

化
財
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
平

城
貝
塚
を
み
つ
め
る
」
を
開
催
し
、

約
50
名
の
参
加
者
が
平
城
貝
塚
に
つ

い
て
の
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
城
貝
塚
は
、
明

治
24
年
（
１
８
９
１

年
）
に
発
見
さ
れ
た

３
，
５
０
０
年
前
の

縄
文
遺
跡

で
、
現
在

ま
で
５
回

の
発
掘
調

査
を
通
し
て
「
平
城
式
土
器
」
や
人

骨
、
石
器
な
ど
多
く
の
出
土
品
が
あ

り
、
中
国
・
九
州
地
方
と
の
関
連
を

考
え
る
上
で
の
重
要
な
遺
跡
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
文
化
庁
記

念
物
課
の
水
ノ
江
和か

ず

同と
も

文
化
財
調
査

官
と
県
教
委
文
化
財
保
護
課
の
兵
頭 

勲
い
さ
お

専
門
学
芸
員
が
講
演
し
、
平

城
貝
塚
の
歴
史
的
価
値
、
保
護

と
活
用
方
法
、
新
た
な
調
査
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

腕輪

平城式土器

貝笛

水ノ江文化財調査官

委員の名称 福祉関係計画策定懇話会委員

職務の
内　容

福祉分野の計画（地域福祉
計画など）の策定又は見直
しに関すること

報酬等
の条件

日額 7,000円
（交通費支給なし）

公募人数 ３名（委員定数20名）

任　期 委嘱の日から３年間

応募資格 町内在住で20歳以上の方

募集期間
12月1日～
平成23年1月4日

申込み先及び
問い合わせ先

保健福祉課
（℡７２－１２１２）

　愛南町では、「福祉関係計画策定

懇話会」の委員を公募します。申

込方法等詳しくは、保健福祉課ま

で問い合わせください。なお、他

の委員会等の委員を２以上兼務し

ている方は、応募できませんので

ご注意ください。

 10/
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職
員（
看
護
師
）採
用
試
験
の

お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

み
ん
な
で
学
ぼ
う
！

防
災
対
策
！

◆
防
災
対
策
課
か
ら

火
の
用
心
！

御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド
！

◆
消
防
本
部
か
ら

採
用
予
定
人
員　

看
護
師
３
名
程
度

勤
務
先　

国
保
一
本
松
病
院
又
は
同

附
属
内
海
診
療
所

受
験
資
格　

　

住
所
要
件　

本
町
に
住
所
を
有
す

る
方
又
は
採
用
後
本
町
に
居
住
し

住
所
を
定
め
る
方

　

年
齢
要
件　

45
歳
未
満
の
方

　

（
平
成
22
年
12
月
１
日
現
在
）

　

資
格
要
件　

看
護
資
格
を
有
す
る

方
※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、試

験
要
領
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
試
験

要
領
は
総
務
課
又
は
各
支
所
、病
院
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、愛
南
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
22
年
12
月
13
日

（
月
）〜
平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

試
験
日
時　

平
成
23
年
１
月
23
日

（
日
）９
時
〜

採
用
予
定　

平
成
23
年
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

　

大
規
模
災
害
に
対
す
る
知

恵
・
公
的
精
神
・
技
能
の
継

承
、
い
わ
ゆ
る
「
防
災
文
化
」
の
創

造
を
目
的
に
、
平
城
小
学
校
（
10
／

７
）
と
城
辺
小
学
校
（
10
／
８
）
で

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
大
洲

河
川
国
道
事
務
所
に
よ
る
出
前
講

座
が
開
催
さ
れ
、
両
校
の
児
童
約

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎

え
、
防
火
意
識
の
向
上
を
目
的
に
、

御
荘
・
中
浦
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
や
平
城
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
同
校
バ
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

鼓
隊
な
ど
約
２
３
０
名
が
参
加
し

て
、
御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

そ
ろ
い
の
法
被
に
身
を
包
ん
だ

３
６
０
名
が
防
災
に
関
す
る
学
習
を

深
め
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、

災
害
か
ら
の
避
難

方
法
や
災
害
時
に

活
躍
す
る
機
械
な

ど
防
災
に
つ
い
て

の
講
義
を
受
け
た

後
、
災
害
時
に
使

用
さ
れ
る
ラ
ジ
コ

ン
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ

ル
の
操
作
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
は
、

「
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
と
、
ま
た

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
児
童
た
ち
は
、

「
火
災
の
無
い

町
づ
く
り
に
努

め
ま
す
」
と
元

気
よ
く
防
火
の

誓
い
を
述
べ
、

参
加
者
全
員
が

一
斉
に
風
船
を

飛
ば
し
た
あ

と
、
御
荘
支
所

か
ら
夢
創
造
館

の
間
を
パ
レ
ー

ド
し
な
が
ら
、
道
行
く
人
な
ど
に
火

の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

 11/
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食
育
で
育
む
生
き
る
力
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

教
育
部
会

　
　

嶋
田　

さ
お
り

（
松
山
東
雲
短
期
大
学
講
師
）

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
食
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
朝
食

欠
食
、
飽
食
の
中
の
栄
養
の
偏
り
、

孤
食
（
子
ど
も
だ
け
の
食
事
）、
加

工
食
品
や
外
食
へ
の
依
存
、
伝
統
的

な
食
文
化
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

運
動
不
足
も
加
わ
っ
て
、
現
在
、
幼

稚
園
か
ら
高
校
ま
で
す
べ
て
の
年
代

で
肥
満
が
増
え
、
糖
尿
病
や
高
脂
血

症
な
ど
が
低
年
齢
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
危
機
感
か

ら
、
以
前
に
も
増
し
て
「
食
育
」
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
食
育
」

の
語
源
は
、
明
治
期
の
石
塚
左さ

玄げ
ん

に

よ
る
「
食
物
養
生
法
」（
１
８
９
８
）

や
、
村
井
弦げ

ん

斎さ
い

の
小
説
「
食
道
楽
」

（
１
９
０
３
）
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
ど
ち
ら
も
知
育
や
体
育
等
を
支

え
る
基
盤
と
し
て
食
育
の
重
要
性
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
６

月
に
は
食
育
基
本
法
が
公
布
さ
れ
、

７
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
食
育

基
本
法
は
、
幼
少
時
か
ら
適
切
な
食

習
慣
を
身
に
つ
け
、
正
し
い
基
礎
知

識
に
基
づ
い
て
自
ら
判
断
し
、
食
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
、
い
わ
ば

食
の
自
己
管
理
能
力
を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
が
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
全
な
心
と
身
体
を
養
う
基
礎
と

な
る
、
子
ど
も
た
ち
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
栄
養
教
諭
を
中
心

に
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
食
育
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
学
童
期
に
は
、
体

験
学
習
や
食
に
か
か
わ
る
活
動
を
通

し
て
、
食
へ
の
興
味
や
関
心
が
深
ま

り
、
食
を
通
じ
た
家
族
や
仲
間
と
の

か
か
わ
り
と
と
も
に
、
地
域
や
暮
ら

し
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
食
の
楽
し

さ
を
実
感
し
、
食
を
楽
し
む
心
が
育

ち
、
自
分
が
理
解
し
た
こ
と
を
積
極

的
に
試
し
て
み
よ
う
と
す
る
力
が
育

ち
、
食
の
世
界
が
広
が
っ
て
行
き
ま

す
。
思
春
期
に
は
、
自
分
の
健
康
や

食
生
活
に
関
す
る
課
題
を
見
つ
け
、

自
分
ら
し
い
食
生
活
の
実
現
を
は

か
っ
て
行
く
と
と
も
に
、
人
の
た
め

に
役
立
つ
活
動
や
、
周
り
の
人
と
の

か
か
わ
り
、
食
の
文
化
や
環
境
に
積

極
的
に
係
わ
る
こ
と
が
楽
し
い
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
時
期
に
は
、
肥
満
や
痩
せ
と
い
っ

た
将
来
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
健
康
課
題
も
見
ら
れ
る
の
で
、

自
分
の
食
生
活
を
振
り
返
り
、
改
善

で
き
る
力
や
自
分
の
身
体
の
成
長
や

体
調
の
変
化
を
知
り
、
自
分
の
身
体

を
大
切
に
で
き
る
力
を
育
み
ま
す
。

　

ま
た
、
食
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地

愛
な
ん
食
育
推
進

第
８
回

域
の
風
土
、
伝
統
に
根
ざ
し
た
、
優

れ
て
文
化
的
な
営
み
で
あ
り
、
食
を

通
じ
て
地
域
の
理
解
が
深
ま
る
こ

と
、
各
地
域
の
食
文
化
や
郷
土
食
が

継
承
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
食
事
に
よ
る
団だ
ん

欒ら
ん

な
ど
を
通
し
て
、
人
間
関
係
の
構
築

や
社
会
性
の
涵か
ん

養よ
う

と
い
っ
た
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
身
に
つ
い
た
食
習
慣
を

お
と
な
に
な
っ
て
か
ら
変
え
る
の
は

困
難
な
こ
と
で
す
。
幼
少
の
頃
か
ら

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
自

ら
食
品
選
び
や
食
事
作
り
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
く
こ
と
は
、
生
活
す

る
力
、
す
な
わ
ち
生
涯
の
健
康
を
支

え
る
『
生
き
る
力
』
を
育
む
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
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１２
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
よ
く
あ
る
質
問
！

◆
町
民
課
か
ら

　

１
日
・
８
日
・
15
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

1
月
の
引
取
日
は
、

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

Ｑ　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受

け
て
い
て
も
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

 

Ａ　

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
場

合
と
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

と
で
は
、
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

 

●
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
免
除
に

は
、
法
定
免
除
と
申
請
免
除
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
法
定
免
除
で

は
、
第
１
号
被
保
険
者
本
人
が
国
民

年
金
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
、
本
人
の
届
出
に

よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
と

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
２
級
以
上

の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
公
的
年
金

を
受
け
ら
れ
る
と
き

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
「
生
活
扶

助
」
を
受
け
て
い
る
と
き

③
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
施
設

（
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
な
ど
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き

　

し
た
が
っ
て
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
の
よ
う
に
国
民
年
金
法
施
行
令
で

定
め
る
２
級
以
上
の
障
害
の
程
度
に

該
当
し
て
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
方
、
す
な
わ
ち
障
害
基
礎
年
金
、

２
級
以
上
の
障
害
厚
生
年
金
、
２
級

以
上
の
障
害
共
済
年
金
を
受
け
て
い

る
方
の
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
将
来
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
21
年
３
月

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
３
分
の

１
、
平
成
21
年
４
月
以
後
の
期
間
に

つ
い
て
は
２
分
の
１
と
さ
れ
ま
す
。

 

●
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

　

国
民
年
金
法
で
は
、
日
本
国
内
に

住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
遺
族
基
礎
年
金
・

遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で

あ
っ
て
も
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
あ

れ
ば
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
は
老
齢
基
礎
年
金
と

遺
族
厚
生
年
金
の
両
方
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
加

入
手
続
き
を
し
て
保
険
料
を
納
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
遺
族
厚
生
年
金
は
、
再
婚

し
た
と
き
な
ど
に
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
12
月
17
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

 　

日
本
年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ

10
月
か
ら
納
付
督
励
業
務
を
実
施
し

て
い
る
民
間
業
者
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　

株
式
会
社　

ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

　

（
℡
０
１
２
０
―

９
８
９
―

４
２
８
）

　

（
大
阪
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
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医
療
機
関
・
薬
局
の
受
診
等
に

当
た
っ
て
の
留
意
点
！

◆
町
民
課
か
ら

１２月の保健事業のお知らせ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　

現
在
、休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、軽
症

患
者
の
救
急
医
療
へ
の
受
診
が
増
加

し
、緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者
の
治
療

に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー
ス
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
病
院
勤
務

医
の
負
担
が
過
重
と
な
る
原
因
の
ひ

と
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、休
日
・
夜
間
は
医
療
機
関
に
支

払
わ
れ
る
医
療
費
も
高
く
設
定
さ
れ

て
お
り
、窓
口
負
担
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
方
が
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

最
終
的
に
保
険
税
や
窓
口
負
担
と
し

て
皆
様
に
ご
負
担
い
た
だ
く
医
療
費

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
医
療
機

関
・
薬
局
を
受
診
等
す
る
際
に
は
、

次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を
増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ

り
、か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。今

受
け
て
い
る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ

る
と
き
に
は
、そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝

え
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う（
薬
の
も

ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
）。

◆
薬
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、

副
作
用
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
既
に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医

師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、
飲
み
合
わ
せ

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
）は
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効

能
効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
あ
り
、
費

用
が
先
発
医
薬
品
よ
り
も
安
く
す
み

ま
す
。「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」（
愛
南
町
国
民
健
康
保
険
で

は
、
平
成
23
年
３
月
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
の
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、後
期
高
齢
者

の
方
に
は
平
成
22
年
８
月
か
ら
配
布

し
て
い
ま
す
）を
医
療
機
関
や
薬
局
に

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、後
発
医
薬
品

の
利
用
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

乳幼児健康診査

内　容 日 曜日 場　所 対象者

１歳６ヵ月児健診   7日 火
城辺保健福祉センター

H２１年３月１日～ ４月３０日生

３歳児健診 14日 火 H１９年８月１日～１０月３１日生

育児相談

内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   3日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

すくすく相談
  8日 水

城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０

うみのこ広場 16日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 20日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 16日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

かるがも教室 19日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

　

12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、
平

成
22
年
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
製
造
業
を
営
む
全

て
の
事
業
所
を
対
象
に
実
施
す
る
も

の
で
、
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資

料
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
お
い
て
は
、
本
年

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
愛
媛

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が

お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
な
お
、
調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
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◆企画財政課から

　宇和島地区広域事務組合財政状況の公表に関する条例に基づき、平成22年4月1日から
平成22年9月30日までの上半期における当組合財政状況を次のとおり公表します。

介護保険事業特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

サービス収入 26億8,599万円 9億4,332万4千円 サービス事業費 28億8,403万4千円 12億7,002万5千円
使用料及び手数料 8,459万6千円 3,552万6千円 施設整備費 1億939万円 154万3千円
市町支出金 68万2千円 0 公債費 2億1,462万8千円 1億731万4千円
財産収入 1千円 19万9千円
寄附金 1万円 144万円
繰入金 2億8,238万3千円 0
繰越金 1億5,201万円 3億3,342万7千円
諸収入 238万9千円 269万5千円

合　計 32億805万2千円 13億1,661万1千円 合　計 32億805万2千円 13億7,888万2千円

一般会計予算の執行状況 (単位：千円)

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

分担金及び負担金 24億7,122万4千円 13億8,260万1千円 議会費 81万円 3万2千円
使用料及び手数料 5,111万7千円 2,083万3千円 総務費 1億335万1千円 5,306万4千円
国庫支出金 3,070万5千円 0 民生費 10億5,947万円 3億7,892万7千円
県支出金 2億1,553万4千円 1億552万3千円 衛生費 5億9,409万2千円 1億2,937万9千円
市町支出金 4億6,623万8千円 2億2,613万6千円 土木費 2,175万2千円 900万円
寄附金 5万円 128万5千円 消防費 12億6,393万7千円 6億584万円
繰越金 1,370万1千円 2億2,268万8千円 公債費 2億184万円 1億76万7千円
諸収入 538万3千円 349万2千円 予備費 2,000万円 0
組合債 1,130万円 0

合　計 32億6,525万2千円 19億6,255万8千円 合　計 32億6,525万2千円 12億7,700万9千円

と畜場特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

使用料及び手数料 558万6千円 213万7千円 と畜場費 1,289万4千円 539万6千円
繰入金 730万6千円 0
繰越金 1千円 0
諸収入 1千円 0

合　計 1,289万4千円 213万7千円 合　計 1,289万4千円 539万6千円

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

財産収入 605万1千円 425万円 ふるさと市町村圏基金事業費 10億605万2千円 212万6千円
繰入金 10億 0
繰越金 1千円 1,413万2千円

合　計 10億605万2千円 1,838万2千円 合　計 10億605万2千円 212万6千円

組合債の現在高（平成22年9月30日現在）

会計別 目　　　的　　　別 借　入　先

一般会計

民生債 1億1,434万円 政府資金
衛生債 4,854万8千円 政府資金
土木債 5億3,091万6千円 政府資金、市中銀行ほか
消防債 4億1,027万2千円 市中銀行、共済組合
小　計 11億407万6千円 

特別会計
介護保険施設債 13億7,696万7千円 政府資金、公庫
小　計 13億7,696万7千円

計 24億8,104万3千円 

財産の概要（平成22年9月30日現在）

種　　類 区　　分 金　額　等

公有財産
土　　地 190,540.65㎡
建　　物 42,002.72㎡

基　　金

ふるさと
市町村圏基金

10億円

介護保険事業
特別会計
施設整備基金

7億5,525万6千円



p16

蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１２・１月行事予定表

第１日曜日   5日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日 12日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第３日曜日 19日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

天皇誕生日 23日 岡澤クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第４日曜日 26日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

大　晦　日 31日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１２月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
ノ

浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

12/27

1/31

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
の
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

12/24

1/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

12/21

1/25

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

12/17

1/21

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

12/15

1/19

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

12/13

1/17

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
男
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

12/9

1/13

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

12/7

1/11

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

12/3

1/6

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

12/1

1/4

１2、１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場所

1２月

4 土 12：30～16：00 愛南町ＰＴＡ大会
御荘文化
センター

6 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

8 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

9 木 10：00～17：00
平成22年愛南町

議会定例会
愛南町
役場議場

12 日

8：30～17：00
第6回愛南町
スポーツ少年大会

サッカー競技

南レク
城辺公園

8：30～15：30
第61回
愛媛駅伝競走
（一本松－宇和島）大会

開会式8：30
愛南町一本松
山村開発

センター 

18 土

9：00～17：00
第4回
愛南ウォッチング

平城交流
センター

17：30～20：00
パール
イルミネーション

DE・あ・い・21

19 日

10：00～12：00
2010愛南町

食育推進大会
御荘文化
センター

13：30～15：30
愛南町小学生
バレーボール教室

一本松交流
促進センター

20 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

1月

2 日 9：00～12：00 観光船乗り初め式 中泊港岸壁

3 月 13：00～16：30 愛南町成人式
御荘文化
センター

9 日

8：30～17：00
第13回南宇和
サッカー協会杯
少年サッカー大会

南レク城辺
多目的
広場ほか

8：30～17：00
第6回愛南町女子
6人制バレーボール

交流大会

一本松交流
促進センター

12 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

15 土 14：00～15：00 第4回生涯学習講座
御荘文化
センター

愛いっぱい愛南産直市
１２月７日（火）～１３日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店


